
意図的な無限ループ

while (1)
{

printf("A¥n");
}

while ( 3 >= 2 )
{

printf("A¥n");
}

プログラムミスによる無限ループの例

while (1)
{

printf("A¥n");
}

for( ; ; )
{

printf("A¥n");
}

Cで意図的に無限ループを作る書き方

初期値も条件も何も
書かない

この書き方がＯＫ！

条件が
常に真(1)

Ｃ言語では
0以外の定数
値は真を意

味する

復習



無限ループの利用とbreak文による脱出

float x;
while(1)
{
printf("x = ?");
scanf("%f", &x);
if (x == 0.0)
break;

printf("%fの２乗は%f¥n", x, x*x);
}

x = ? 3
3.000000の２乗は9.000000
x = ? 2.5
2.500000の２乗は6.250000
x = ? 0
続行するには何かキーを押して . . .

float x = 1;
while(x != 0)
{
printf("x = ?");
scanf("%f", &x);
printf("%fの２乗は%f¥n", x, x*x);

}

x = ? 3
3.000000の２乗は9.000000
x = ? 2.5
2.500000の２乗は6.250000
x = ? 0
0.000000の２乗は0.000000
続行するには何かキーを押して . . .

0が入力されるまで2乗を計算するプログラム

この行を出さないためには？

break文を実行すると強制
的にループを終了する

無限
ループ

if文を
挿入

復習



int i;
for (i = 1; i <= 100; i++)
{

・・・処理１・・・・

if (条件1)
break;

・・・処理２・・・・

if (条件2)
continue;

・・・
・・・処理３・・・・

}
printf(・・・);

breakとcontinueの違い

処理1

i <= 100

true

false

i = 1

ｉ の値を1増加

条件1

break 処理2

条件2

continue 処理3

printf(・・・)

true
false

true
false

ループから飛び出す

これ以下のループ
内処理をスキップ

復習



何かの処理２

ｊ < 4

True

False

ｊ = 0

ｊ の値を1増加

何かの処理

ｉ < 3

true

false

ｉ = 0

ｉ の値を1増加

多重ループ

「何かの処理」がループ処理の場合
→ 多重ループ

この処理全体が
３回実行される

４回ループ

内側と外側では別の
ループ変数が必要

何かの処理２が
３×４回実行さ

れる

外側のループ内側のループ

復習



復習 2重のループ(その2)

int i, j;
for (i = 1; i <= 5; i++)
{

for (j = 1; j <= i; j++)
{

printf("*");
}
printf("¥n");

}

*
**
***
****
*****

＊印で三角形を描く

ここがi=1からi=5ま
で5回反復される

ここがｊ=1からj=i
までi回反復される

外側の
ループ

内側のループ

i = 1
i = 2
i = 3
i = 4
i = 5

j = 1
j = 1, 2
j = 1, 2, 3
j = 1, ～, 4
j = 1, ～, 5



配列変数

int i, x0, x1, x2, … x99;

for (i = 0; i < 100; i++)
{

scanf("%d", &xi);
}

xiという名前の変数とみなされる.
そんな変数は宣言していないので，

エラーとなり実行不能

100個の整数値を入力し，それらを変数に入れて異なった処理
をするプログラム(平均する，最大最小を求める等々)

配列を使わない場合

int aa, bb, cc,… zz;

scanf("%d", &aa);
scanf("%d", &bb);
scanf("%d", &cc);
scanf("%d", &dd);

:

書いていられな
いので省略

これも書いてい
られない int i, x[100];

for (i = 0; i < 100; i++)
{

scanf("%d", &x[i]);
}

配列を使うと・・・

何度もユーザーに
入力させられない



配列変数の宣言

int x[5];
double bb[3];
float aa[7];

x[0]  x[1]  x[2]  x[3]  x[4]
全部で5個のint型変数の宣言

aa[0] aa[1] aa[2] aa[3] aa[4] aa[5] aa[6]
全部で7個のfloat型変数の宣言

bb[0]   bb[1]   bb[2]
全部で3個のdouble型変数の宣言

aa[7]は存在しない

間違いやすい
ポイント！



配列変数の要素

int x[5];

x[0]
x[1]
x[2]
x[3]
x[4]

これらの変数をそれぞれ
配列の要素と呼ぶ

この数字を配列の添え字，またはインデックスと呼ぶ

！重要！ インデックスの最大値 ＝ 要素数ー１

5は配列の要素数

int x = 7;
float aa[x];

！重要！ 配列宣言時の要素数は定数でなければならない

int x = 7;
float aa[7];



配列変数の使用例(1)

int x[5];
double bb[3];
float aa[7];
// …… (略)

x[0] = x[1] + x[2];
bb[1] = 3*aa[3] + bb[2];
aa[5] = bb[3] + aa[4];

float aa[100];

for (i = 0; i < 100; i++)
{

printf("値を入力してください");
scanf("%f", &aa[i]);

}

ループで用いる
のが一般的

！注意！
通常の変数と同様，配列変数の値は不

定(めちゃくちゃな値が入っている)．

！重要！
x[1], x[2]などの配列変数の値を使う

前に，必ずまず値の代入が必要

単なる変数として使
用する例



配列変数の使用例(2)

int i;
float aa[10]; // 配列の宣言

// データの入力
for (i = 0; i < 10; i++)
{

printf("値を入力してください：");
scanf("%f", &aa[i]);

}

// データの合計を計算
float sum = 0;
for (i = 0; i < 10; i++)
{

printf("%d番目のデータは%f¥n", i, aa[i]);
sum = sum + aa[i];

}
printf("合計値は%fである¥n", sum);

データの合計値を求める例

値を入力してください：3.1
値を入力してください：1.4
値を入力してください：2.5
値を入力してください：9.9
値を入力してください：10.2
値を入力してください：1.3
値を入力してください：1.4
値を入力してください：0.22
値を入力してください：5.3
値を入力してください：6.2
0番目のデータは3.100000
1番目のデータは1.400000
2番目のデータは2.500000
3番目のデータは9.900000
4番目のデータは10.200000
5番目のデータは1.300000
6番目のデータは1.400000
7番目のデータは0.220000
8番目のデータは5.300000
9番目のデータは6.200000
合計値は41.519997である
続行するには何か . . .



配列変数の初期化

int a = 1;
float x = 10, y = 20;

int b[5] = {10, 20, 25, 35, 40};

変数の初期化

配列変数の初期化

b[0] = 10;
b[1] = 20;
b[2] = 25;
b[3] = 35;
b[4] = 40;

これと同じ意味



配列変数の初期化(2)

int c[] = {3, 4, 5, 100, 200, 300};

int b[5];
b[5] = {10, 20, 25, 35, 40};

int c[7];
c[] = {3, 4, 5, 8, 100, 200, 300};

自動的に設定される

初期化は配列変数の
宣言と同時でなけれ
ばならない．

要素数の指定が無い！

int c[6] = {3, 4, 5, 100, 200, 300};
これと同じ意味

宣言文と代入文の二
つの文に別れてはい
けない



関数の利用

関数： 数式的表現では ( )y f x

プログラムでは

#include <stdio.h>
#include <math.h>

int main(void)
{

double x, y;
printf("実数値を入力してください：");
scanf("%lf", &x);
y = sqrt(x);
printf("%lfの平方根は%lfです¥n", x, y);

}

実数値を入力してください：2
2.000000の平方根は1.414214です

数値計算用ライブラリ
関数を利用する準備

平方根の計算

⇓
y = sqrt(x)

y x

C言語には様々な関数が
組み込まれている

⇒ ライブラリ関数

平方根＝square root

数学＝mathematics



ライブラリ関数の例

ライブラリ関数 意味

sqrt(x) xの平方根を求める

sin(x) 角度x [rad]に対してsin x を求める

cos(x) 角度x [rad]に対してcos x を求める

tan(x) 角度x [rad]に対してtan x を求める

asin(x), acos(x), atan(x) sin-1x，cos-1x，tan-1x，関数値はrad単位

log(x) logex を求める

log10(x) log10xを求める

exp(x) exを求める

これらの数値計算用ライブラリ関数を利用するには
#include <math.h>

が必要．

printf(…)，scanf(…) ⇒ これらも実は関数！

関数については第10回で詳しく学習



ライブラリ関数の補足

// コンパイルエラーが起きるソース
int n = 10;
double x;
x = sqrt(n);

このエラーはsqrt()関数が浮動小数点数
(実数)の平方根を求めるように作られてい
るため起きる(変数nが整数型であるため，
そのままでは平方根を求められない)

sqrt()関数を用いて整数値の平方根を求めようとするとエラーになる場合がある．

c:¥Temp¥kisopro¥test.cpp(6): error C2668: 'sqrt' : オーバーロード関数
の呼び出しを解決することができません。

次のようにソースを書き換えることでコンパイルエラーを防ぐことができる．

// コンパイルエラーが起きないソース
int n = 10;
double x;
x = sqrt(n * 1.0);       // nに1.0を乗算する

1.0を乗算するという無意味な演算を入れ
ると，整数型から浮動小数点型に変換さ
れるため，このエラーが起きなくなる．

// コンパイルエラーが起きないソース(別の方法)
x = sqrt(n / 1.0); // 1.0で割る
x = sqrt((double) n); // キャスト(double)を用いる．

(整数型) * (浮動小数点型)
⇒ (浮動小数点型) となる

キャストについては後で学習


